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　　　　　　　　　磁気テープ録音式多重情報蓄積装置
　　　　　　　　　　　Multi・channel　Information　Storing　System　by　means　of　Magnetic　Tape　Recorder

　　　　　　　　　　　　　　藤高周平・野村民也・田代文之助・山本尚志

　1．　緒　　　言

　電力系統における異常現象のように，突発的でしかも

短時間に生起する現象の記録に，磁気テープ録音を利用

することは，記録のミスの防止に役立つばかりでなく，

随時，反覆してその記録を再生することにより，十分な

手段を尽して，記録された情報の詳細な吟味，解析を行

うことができる利点をもっている・この場合，多種類の

測定情報が，同時に1ケの録音装置によって蓄積でぎれ

ば，非常に好都合であることはいうまでもない．

　…般に多重化の方式としては周波数分割方式と時分割

方式の両者が考えられる・それぞれの得失は一概には定

まらないが，時分割方式には次のような利点がある・す

なわち，チャネル分離のための時限回路は，周波数分割

方式の場合の帯域炉波器群に比し安くできること，パル

ス振幅変調以外の変調方式では，伝送路内の非直線歪の

影響を受けないこと，各チャネルの信号通過帯域幅をい

ずれも等しくでぎること，復調方式に若干の工夫をする

ことによって，録音時と再生時のテt－一一rプ速度を変えるこ

とが比較的容易で，再生時のテープ速度を低くすること

によって，たとえばペン書きオシログラフのようなレス

ポンスに制限のある記録装置でも，高い周波数成分を含

む信号の記録が可能になることなどである・

　筆者らは，昭和31・32両年度にわたり，文部省科学

試験研究費の補助を受けて，主として電力系統に発生す

る諸現象の記録をとるための自動オシログラフの開発研

究に従事した・その際必要な情報蓄積の方式としては，

上述の諸点を考慮して，時分割方式を採用することとし

た・現在までに若干の結果を得ているので，ここに報告

する次第である．

　2．　構　　　成

　実験に用いたテープ録音機は，東通工製552型．ダブ

一5

一10

2

一30

100‘／S

第1図

←一一・Track＃1

×一一一一一一xTrack幸幸2

　　1Kc　　　　　　　　　　10kc

　　周波数

総合周波数特性

ルトラックの一般品である．テープ速度は7．　5”／秒と

3・75”／秒の2種録音，再生を総合した周波数特性，信

号対雑音比，消去効果，歪率などは両トラックともほぼ

同様で，トラック同士の問の漏話も一40db以下である・

周波数特性は，第1図に示すとおり，再生時に種々と特

性補償がでぎるが，最適調整状態で周波数上限は約7

kClsで，この種の装置に用いるものとしては，性能は

あまり良くはない．録音帯域の制限は，隣接チャネル問

の漏話特性を支配する．上記の特性と，チャネル通過帯

域の要求から，次のような設計仕様をたてた．この場

合，録音帯域特性は理想炉波器と考え，最大1％までの

隣接漏話を許容するとしている．

　　Ch．帯域幅：200c！s　　　c乃，数：5

　　サンプル周波数：500c／sパルス繰返し：2．5kc／s

　　パルス幅変調方式

　　　　パルス幅最小：100／，s　最大：200μs

　変調・録音装置の構成の系統図は第2図・原振器は位
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　　　　　　第2図変調・録音装置
相推移型CR発振器で，整形して2．5kc／sのパルスを発

生する．これを陰極インバータ型のサイラトロン5進リ

ング計数回路に加え，　5ch・分の基準パルスを作ってい

る．ch．変調器は単発マルチで，信号電圧を格子偏碕電

圧に重畳して加えることにより，幅変調パルスを取り出

している．　各ch．出力はそれぞれダイオードを介して

集成され，テープ録音機の方のトラックに録音する．も

う一方のトラックには，別にリングカウンタから取り出

したマーカ・パルスを録音している．

　復調・記録装置の構成を第3図に示す．マーカ・パル

スの再生出力を約390μsの持続時間を有する単発マル

チに加え，ch・1分離のためのゲートバルスを作る・そ

の後縁を微分して第2の単発マルチに加え，ch．2分離用

のゲートパルスを発生させる・以下同様にしてch．5ま
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　　　　　　第3図復調・記録装置
でのゲートパルスを作っているが，持続時間はいずれも

400μsに調整されている・ゲート管は各ch・とも6BN6

復調は約200c／sを遮断周波数とする低域炉波器によっ

て行い，出力を増幅してインク書きオシログラフで記録

するようになっている．

　3．特　　　性

　（1）変調特性　単発マルチによる変調器であるが，

直線性は調整によりかなり良くできる．第4図は変調特

　　　　　　　　　　　　　　　　　性で100～400μs

ミ400　　　　　　　　　　　　　　にわたり，直線性

喜　　　　　　　　　　　　　　　　は約1％程度とな
85eo
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　200　　　　　　　　　　　　　　　（2）　漏話特性

　100　　　　　　　　　　　　　　テープ録音装置
　　　0　　　　　　　10　　　　　　　20
　　　　　　　tsex力電圧（Volt）　　　では位相歪が大き

　　　第4図変調特性　いため，パルス波
形の変歪が著しいが，現在のところでは漏話はほとんど

認められぬ程度である．

　（3）　周波数特性　信号の録音・再生を通じての総合
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周波数特性は，第5図に示す通りで，ほぼ，所期の性能

を示している．

　4．　結　　　言

　本装置はなお多くの改良すべき点をもっているが，一一

応所期の可能性を実証する成果が得られていると認めら

れる．両トラックとも信号の録音に使えば，このままで

9ch・（別に1ch．はマーカ）の情報蓄積が可能であり，

また，復調方式は現在は定位型であるが，これを無定位

型にすることにより，テープ再生速度を任意に変更でき

るようになる・そのほか，変調回路の改良などが将来の

問題として残されているが，本格的に性能を向上させる

ためには，テープ録音機としてもっと高度の性能をもつ

ものを使わなければならない．さらに，自動オシログラ

フとしての機能を発揮できるためには，テープ録音機が

エンドレスに動作するようにして，常時これを運転して

おき，被記録事象の発生によって適当な時限装置を起動

し，これによってある時間の後，録音機を停止せしむる

よう工夫する必要があり，現在，その制御装置の研究も

続行中である・これらについては，別に改めて報告した

いと考えている．

　なお，本研究には，茨木芳勝君の補助を受けたことを

付記する．　　　　　　　　　　　　（1958．3．20）
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